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（単位：円）

級地那
児童1人

児童が2人の場合
　に加える額

児童が3人以上
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特集1　平成20年度の生活保護

［参考2｝生活扶助基準に関する検討会報告書のポイント（平成｛9年11月30日〉

　　坐活保罎は．生活困窮考に対して、健壌で文化的な最低隈度の生活を控差別平等に保障少る最後のセーフティ不ント。
　　生活保譲には、「生活扶助」「住宅技助Jf医療挟助」なと8種頚の扶助があるが、「生活扶助」は日常生活費に対する会銭

　　結討であ摯、最も基本的な綿付。

3①「矯鶴」r撫轟。。1，。。。す。。。委員会、に・磯・に似そ鱗・、・糊．・当融

　　るとともに、今後は5年に一度の検証を行うべきことが根言
　②瓢1膨の際済財姫営と1髄改鰍二閥鎚墓紡針㎜玉において・撒を倉め姓鰍嚇準の殖し鮒つ

　　謝謙L藤施，。て。。縢費実鰯嚇、用。。紬謝・準・纏。た・とか・、学轍者・

　　よる専門的な労折　検酎を行うために、本検討会が設置されたもの。
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1　直近（乎成1醜）の全国消費実態調査の緒果等を朋いて　主に績計船な分折をもと｝一、専門的、かっ、客観的に評億

、騰論、。。。。活鋤軸見塵、を礪合。、。聯。纐羅・綴鍬す・よう鵜
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主な検証結果水　　準
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　（現行水準の設定方法＞

O　現行の生活扶助基準の水準については、国民の消費実態との

　　均揺を雄拷　調整するf永準均衡方式」を掃鰐。

　（検証方法）

O　生活扶助基準の水準を評姫　検証するに当たっては　低所得
　　世帯である年閲収入階級第1　十分位に着目して、その消費
　　支旧題（其体的には、生活扶助に相当する消費支韻餌（生活

　　扶助擢当支出額）〉の水準と生活扶助基準を隙。

　（検言礁果）

0　現行の生活扶助基準額（右図の赤色）の水準は、生活扶助相

　　当支嵐額（右図の水色）の水準に比べ

　　①夫婦子1人世帯では、やや高め
　　②単身世徳では、高め
　　という結果。

0　生活扶助基準額は、こ起まで第1　十分位の消費水準と比軟
　．することが適砦とされできたが、今回これを変更する特段の

　　理由はない。
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　　現行の生酒扶助蕃準額（圏）と
　生活扶助相当支出額（囲〉との比較

①　夫嬬子1人世帯（有業者あり＞

　　　　　　　　　　　　　　1皿的7円
　　1鰍粥円1卿61円　　㎜円
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　　　　　　帆購
　　　　儲且　十戯　　　　　　ε第1　五分剛

　②単身世帯樋帯（60歳以上）
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　（現行の体系＞

O　現行の生活扶助基準は、世帯の個人的経費（第1頚費1と
　　世帯共通経費（第2類費）とを合舖して算出。

　（検謹｝

○　換証の結果、佃人的軽費とされている第1類費においても．

　　世帯人員に応じたスケールメリットが生じていることが確

　　認。

0　第1顛費のスケールメリットを反映していない現在の世帯
　　入貝別の生活扶助基準額は、4人以上の多人数世帯に有利β

　〈擾言）

0　生活保護受給者の3／4が単身世帯であることから単身
　　世帯に着艮した基準体系とすることが考えられる。
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［参考1」平成20年度生活保護基準改定の概要

G級地一玉）

i灘難灘i蕪
畷i雛3鰹講．。◎嚇月｝臼購簡腓　　　一一

灘灘難 1雛馨難欝
‘盤一魎｛五　生活扶助基準

q居宅（1類＋2類）生
　．標輩3人世帯　　　　、　　　　　　　　　　　　　　、 162亘70 前年度同穣

【3人世帯基準頚】

お震男、29歳女、4歳子
　冬季加算（聰区×5！12）を含めた類を

主0円単位e裂示

働期末一時扶助費（猛宅》 14｝鴉 繭卑度同葛

伽驚1　鷹蔓鍾産婦加鈴（妊簸6カ月以上）　・

互3β匡5 荊年度同鎮
母モ願算　　　　　捨　　　・　　＿　　　　　　、　　　、　’

　僻　　き鋤左、‘　　　　・
　α院丞所）㌔・

15510

i2診20

？750
6460

瞳害者駕算　　鐵　　　　　　、障欝緯．畷蟹・（居恥顯稿麟　　　・

〈入撹λ渤輝蘇　　　　　　　　　　　　　」　　　　、

灘灘蕪欝、．，重度障害者侮犬介護料　　　、．・

268き0

22β如

14β80
12060

6972〔〕以内

前年度同額

　　；　　〃　　699θウ以内

ζ介護弦設入　者翻集蒙　’　、 9890以内 蔚年度同額

在宅患考加鉱一．　写、　　・’ 正3290 萬年度同餌

灘畿灘　麟、磁、負醸ほ灘の繊曝該翫なく雄瀦
42660

21330
前年彦胴顛

　　〃

1灘騰、　簑欝以麟獲嚢藁’轄
100eo

5㏄Q
loOQQ

龍年度同鎮

　　；

介護保険科煎算騰撫　　・　’・ 保険料の実費 保険料の実費

入碗患奢日屠品費猷，矯 2a150以肖 前年凌同額

介護麓設漸者墓麟活費’　・ 93go以内 箭年度同穣

懇繋灘灘蕪灘’　嘱馨拠’4雛、

39500以内
4a亙oo以内

前年度同類

　　〃

2住宅扶助鰻．血　・　、
、i馨灘灘灘 　　13000以内

年額117000以内

前年度同頚

年額11鼠ooo以内

§灘鋤基麟・’．．

潔縫震馨欝榊
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4180
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　　ウ

糞蒼難黙謙　玉

灘綴灘糞灘・
　204◎oo以内
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＋入駝料

前年度1司額

173000以内

　＋入院科

5空業購基醸、　　・
（眺、桑費輝　冗
く轍能擁欝費毎悪　　　　．

蒸技能修得費備騨褒霧蛙学費を除く）
嵩騨灘縫費羅鈷　　’一一看鍍基本額期鋤　・　’

馨1灘雛1欝遊翻醗灘瞠の趣破i譲眉臨鰍鍛陵藍難、．

　　　　450QO以内

　　6＆eQσ以内

　　　　53御3

　　　実費額

公立高校相当顧

　　　　実費額

　　　　280◎0以内

　　甫年度同額

　　　　690σ0以内

　　繭年度罰額

　　　　実費領

公立高校相当額

　　　　実費無

　　幣年度同額

正蓑の掻黍で使用する教殺害等の磨人に必妻な額

螺麗鱒灘欝羅の畑定める
通学に畳要な最小隈度の額

6　葬祭扶　　準轄、 1990DO以内 前年度同頬 大人の基準額
　　　　労控　　馨隠・霧鐡

宝｝獲磁磯撫厳｛§糊控絵写醐・鼎手蝋蹴耀臓懇、・

｛4）未灘…者携脚　　・

疋5）不安激労控醸照
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年額15儀goo以内

　　　1040◎

　　　n600
　　　8㏄0

前年度同額
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特集1　平成20年度の生漬保護

【参考31　平成20年度生活扶助基準額（月額）

3人世帯【33歳男・29歳女・4歳子1

う 　鵜纐．雛、簸一載
鎌纏難 　．　　　悟薫

再 骸　　、短　　力

難織鐵
灘灘　　　噺

1級地一1． 1000
162170　円 162170　円

1級地一2 955 154870 154870

2級地一1 9ユo
i47580 147580 1000

2級地一2 865 140270 140270

3級地一1 820
王32980

132980

3級地一2 775 125680 125680

〈注）冬季加算（W区X5／12）を含めた額を10円単位で表示

惨考43最低生活保障水準（月額）の具体的事例

i　単身世帯【68歳】 （月額　単位　円）

灘難欝灘難籍雛雛懸銘撚籐 難纏纏 魏鎌馨 凄畿綴魏雛舗縫議 遜礁雛i

生活　挨助
80820

77玉90 73540
69910　　66260

6264G

住　宅　扶　助　　　　　　・　　（注〉 537◎0
45000

41ρ00 35100　　3100D
2620G

合爵　　　　　　　7
134520 122190 114540

105010　　97260 88β40

医療扶助、介護扶助等 上記額に加えて、医療、介護等の実費相当が必要に応じ給付される。

注　住宅扶助の額は、1級地一1東京都区部、1級地一2干葉市、2級地一1高松市、2級地一2福山市、
　　3級地一1　輪島市、3級地一2　八代市とした場合の上隈額の例である。
　　　　　　　　　　　　　　　　’

2　3人世帯【33歳、29歳、4歳i （月額単位　円）

購難灘鱗欝灘鐡簸薇織繊華 灘纏謬撫鱗魏 灘難難 撮纏 霧鱒醗難 鏡、彰鱗

　　　、玉玉生活　扶～助・艦 167170 159870 152580 145270
玉37980

130680

就労取実が手元に残る額（勤労控除｝イ圧玲 23220 23220 23220 23220 23220 23220

住，宅　　垂薄　助　、、　　、　　　　　、（注2） 69βoo 59000 53000 46000 40ユ00 3広100

合計　　、　　　”　　　、
260190

％2090
228800 214，490 2013GO 工88，0GO

医療扶助、出麗扶助等　　　　丁、 上記額に加えて、医療、出産等の実費相当が必要に応じ給付される。

注1
注2

注3

就労収入が10万鍔の場合の｛臨

住宅扶助の額は、職地一1　束京都区部、1級地一2　千葉市、2級地一1　高松市、2級地一2
福霞市、3綴地一1　輪島市、3級地一2　八代市とした場合の上阻額の傍である。
学齢期の子がいる場合には、教育扶助として学用品費、教材代等が麗途給付される。

3　母子2人世帯【30歳（就労）、4歳1 （月額単位　円）

懲難叢霧欝舞懸繊霧総灘 灘膿蔭 簸罐雛嚢鎌灘 鱗鍵、 籍　　7指鰻鑛籔難懇
生活　扶、助臨　　一　．・モ　・ 121，360 116120 110890 105，640 100，420 95〕170

ひとり親オ迂帯就労促進費　　　　　　　含 10000
1α000 1αooo

100CO
工0000

10000

就労戦λカミ手元に残る額（勤労控除｝（注11 23220 23220 23220 23220 23220 23220

佳宅’扶助　　　」　　（注2）　　　　　　　、 698QO 590C｛》 53000 46000 40100 34100

合計．’　　謡　　’　藩　’㌔ 224380 208340
ユ97110 184脚

173740 162，49D

病療扶助紫　　註　・　　　、 上記額に加えて、医療等の実費根当が必要に応じ給鍔される。

注1

圧2

圧3

就労収入が10万円の場合の例。

住宅扶助の額は、1級地一1　東京都区部、1級地一2　千葉市、2級地一1　高訟市、2級地一2
橿山市、3級地一1　翰島市、3緻地一2　八代市とした場合の上限額の健である。
学齢期の子がいる場合には、教育扶助として学用品費、教材代等が別途給付される。
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